
 

看板の現在位置から赤の点線の道をたどって駅家跡の台地に行ってみてください。 

そして、はるか昔の駅家やそこに働く人たちの暮らしを想像してみてください。 
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駅家想像図 

古代山陽道想定ライン 

地図は兵庫県古代官道関連遺跡調査報告書Ⅱから転用（兵庫県教育委員会 H25.3） 


